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研究成果の概要（和文）：わが国の大腸がん罹患数は2018年には第１位であり、その予防は重要課題である。罹
患数増加の背景には食生活の欧米化が考えられている。食生活での可能性ある予防因子として食物繊維、コーヒ
ー、カルシウムの摂取が示されている。イソフラボンについての疫学研究では、リスク低下との関連を示す報告
もあるが、一方で関連のみられない結果もある。そこでわれわれは、イソフラボンの大腸がん予防効果について
研究を行った。非大腸がん患者では、大腸がん患者と比較して血液中のイソフラボン濃度は統計学的に高い値を
示した。

研究成果の概要（英文）：The number of colorectal cancer cases in Japan is the first in 2018, and its
 prevention is an important issue. The reason for this increase is thought to be influenced by the 
westernization of food habits.  Dietary fiber, coffee and calcium intake have been shown as possible
 preventative factors in the diet. Epidemiological studies of isoflavones have also been shown to be
 associated with reduced risk, but some results are not relevant. Therefore we studied the effect of
 isoflavones on colorectal cancer. In patients with non-colorectal cancer, isoflavone concentrations
 in blood showed statistically high values compared with those with colorectal cancer.

研究分野：疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国において大腸がん罹患数は第１位であることから、その予防は近々に重要な課題であると考えられる。食
生活面からの予防因子として従来から食物繊維、コーヒー、カルシウム摂取が示されている。またイソフラボン
もリスクを低下させる報告もあるが、一方で予防と関連のない報告もある。そこでわれわれは日本の伝統食品で
ある大豆に含まれるイソフラボンに焦点を当て、その予防効果について研究を行った。この結果から、イソフラ
ボンは大腸がん予防に対して何らかの影響を与える可能性があることは否定できない。継続した研究によるイソ
フラボンの大腸がん予防についての更なる検証は、社会的また医療経済的に極めて重要である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
   わが国の大腸がんの罹患動向は、1980年代から 1990年代後半までに急増し、その後も増

加傾向は続き 2018 年には第１位となっている。その予防は社会的にもまた医療経済的にも

重要であると考える。罹患数増加の背景の一つとして、食生活の欧米化が考えられている。 

   これまでの疫学研究結果から、食生活での可能性ある予防因子は食物繊維、コーヒー、カ

ルシウムの摂取が示されている(Yang et al. J Clin Oncol. 2014 )。また日本の伝統的食品で

ある大豆製品イソフラボンについての疫学研究では、リスク低下との関連を示す報告もある

が、一方ではリスク低下との関連性がみられない結果もあることから、さらなる予防効果の

可能性を検証する必要があると考えた。イソフラボンは実験的研究において、がん細胞の増

殖抑制、新生血管の形成阻害および細胞周期調節作用が示されている(Zhang et al. Int J 

Oncol. 2013)。実験的研究および疫学的研究の両面から検証し、一致の可能性を探ることは

予防因子として重要かつ意義深いことである。 

２．研究の目的 
 イソフラボンおよびエコール産生菌の大腸がん予防効果について検証するために症例対照研

究により比較検討することを目的とした。 

３．研究の方法 
  症例群は、札幌医科大学附属病院消化器・総合、乳腺・内分泌外科にて新規に大腸がんと

診断された患者とし、あらゆる治療の前の患者を対象とした。対照群は札幌医科大学附属病

院循環器・腎臓・代謝内分泌内科に通院中の非がん患者とした。症例群、対照群ともに食事

制限をしている場合、抗生物質投与中である場合、ワーファリンを服用中の患者は対象外と

した。両群患者には、いずれも文書による説明・同意を得た患者を対象とした。 

次の項目を測定した。①食生活調査 ②身長、体重、喫煙歴、既往歴 ③血中イソフラボ

ン濃度 ④便中エコール産生菌（Slackia sp.strain NATTS)  

なお、本研究は札幌医科大学附属病院臨床研究審査委員会の承認を受けて実施した。   

４．研究成果 

  症例群は平均年齢 64歳、対照群は平均年齢 65歳であった。対照群の血中ゲニステイン、

ダイゼインおよびグリシテイン濃度は症例群と比較して有意に高い値であった。また、食事

からのゲニステインおよびダイゼインの量は症例群、対照群において統計学的に有意な差は

なかった。便中エコール産生菌（NATTS）についても両群で差はみられなかった。 

  研究の限界として、①血中イソフラボン濃度は 1回の測定である ②後ろ向き研究のため

食事調査においては、思い出しバイアスの可能性がある ③イソフラボンは吸収過程におい

て腸内細菌が関与しており、効果検証が困難である。 

われわれの研究結果から、イソフラボンは大腸がん予防に対して何らかの影響を与えてい

る可能性を示したと考えられる。今回の結果を踏まえて、さらに日本の伝統的大豆製品に含

まれるイソフラボンと大腸がん予防について、検証を継続することは極めて重要であると考

える。 
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